
言
葉
プ
リ
ン
ト
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 
一 
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.63,64

〉〈ワ
ー
クp.34

〉 

 

１ 
教
科
書
63
～
64
ペ
ー
ジ
を
読
み
な
が
ら
、
次
の
（ 

 

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
入

れ
よ
う
。 

 

和
語
…
…
も
と
も
と
（
① 

 
 
 
 
 

）
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
。
（
② 

 
 
 
 

）
言
葉
と
も
い
う
。 

 
 

 
 

（
③ 

 
 
 
 
 

）
で
書
か
れ
た
り
、
漢
字
の
（
④ 

 
 
 
 
 

）
で
表
さ
れ
た
り
す
る
。 

 
 

 
 

（
⑤ 

 
 
 
 
 

）
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

漢
語
…
…
漢
字
の
（
⑥ 

 
 
 
 
 

）
が
使
わ
れ
る
言
葉
。
漢
語
は
、（
⑦ 

 
 
 
 
 

）
で
作
ら
れ
て

日
本
に
入
っ
て
き
た
語
と
、
日
本
で
作
ら
れ
た
語
が
あ
る
。
抽
象
的
な
意
味
の
語
、
社
会
制
度
や

専
門
的
知
識
を
表
す
語
な
ど
、（
⑧ 

 
 
 
 
 

）
や
（
⑨ 

 
 
 
 
 

）
な
ど
で
よ
く
使
わ

れ
る
。 

外
来
語
…
漢
語
以
外
で
、
（
⑩ 

 
 

 
 

 
）
か
ら
日
本
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
語
。
普
通

（
⑪ 

 
 
 
 
 

）
で
書
き
表
さ
れ
る
が
、「
て
ん
ぷ
ら
」「

か
っ合
ぱ羽

」
な
ど
、
平
仮
名
や
漢
字
で
書

か
れ
る
も
の
も
あ
る
。 

 
 

 
 

「
ジ
ー
パ
ン
」
な
ど
、
日
本
で
作
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
（
⑫ 

 
 
 
 
 

）
も
あ
る
。 

混
種
語
…
（
⑬ 

 
 
 
 
 
 

）（
⑭ 

 
 
 
 
 
 

）（
⑮ 

 
 
 
 
 
 

）
が
組
み
合
わ
さ
っ
て

で
き
た
語
。 

  

２ 

次
の
言
葉
が
、
和
語
な
ら
Ａ
、
漢
語
な
ら
Ｂ
、
外
来
語
な
ら
Ｃ
、
混
種
語
な
ら
Ｄ
を
書

こ
う
。 

 

①
暮
ら
し 

（ 
 
 
 

） 
 

②
生
活 

（ 
 
 
 

） 
 

 

③
ラ
イ
フ
（ 

 
 
 

） 

④
道
路 

 

（ 
 
 
 

） 
 

⑤
ロ
ー
ド
（ 

 
 
 

） 
 

 

⑥
道 

 

（ 
 
 
 

） 

⑦
テ
イ
ス
ト
（ 

 
 
 

） 
 

⑧
味
覚 

（ 
 
 
 

） 
 

 

⑨
味
わ
い
（ 

 
 
 

） 

⑩
紙
コ
ッ
プ
（ 

 
 
 

） 
 

⑪
私 

 

（ 
 
 
 

） 
 

 

⑫
登
山
口
（ 

 
 
 

） 

  

３ 

次
の
外
来
語
に
つ
い
て
、
①
意
味
を
調
べ
よ
う
。
②
こ
の
外
来
語
を
使
っ
て
短
文
を
作

ろ
う
。
③
こ
の
外
来
語
を
和
語
や
漢
語
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え
て
み
よ
う
。 

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

① 

 

② 

 

③ 

※
ワ
ー
クp.3

4

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 



 
言
葉
プ
リ
ン
ト
① 

 

答
え 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

一 
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.63,64

〉〈ワ
ー
クp.34

〉 

 

１ 
教
科
書
63
～
64
ペ
ー
ジ
を
読
み
な
が
ら
、
次
の
（ 

 

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
入

れ
よ
う
。 

 

和
語
…
…
も
と
も
と
（
① 

日
本 

 

）
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
。
（
② 

大
和 

 

）
言
葉
と
も
い
う
。 

 
 

 
 

（
③ 

平
仮
名 

 

）
で
書
か
れ
た
り
、
漢
字
の
（
④ 

訓
読
み 

 

）
で
表
さ
れ
た
り
す
る
。 

 
 

 
 

（
⑤ 

日
常
会
話 
）
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

漢
語
…
…
漢
字
の
（
⑥ 

音
読
み 

 

）
が
使
わ
れ
る
言
葉
。
漢
語
は
、（
⑦ 

中
国 

）
で
作
ら
れ
て
日
本

に
入
っ
て
き
た
語
と
、
日
本
で
作
ら
れ
た
語
が
あ
る
。
抽
象
的
な
意
味
の
語
、
社
会
制
度
や
専
門

的
知
識
を
表
す
語
な
ど
、（
⑧ 
ニ
ュ
ー
ス 

 

）
や
（
⑨ 

新
聞 

 

）
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
る
。 

外
来
語
…
漢
語
以
外
で
、（
⑩ 

外
国 

 

）
か
ら
日
本
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
語
。
普
通
（
⑪ 

片
仮
名 

 

）

で
書
き
表
さ
れ
る
が
、「
て
ん
ぷ
ら
」「

か
っ合
ぱ羽

」
な
ど
、
平
仮
名
や
漢
字
で
書
か
れ
る
も
の
も
あ
る
。 

 
 

 
 

「
ジ
ー
パ
ン
」
な
ど
、
日
本
で
作
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
（
⑫ 

和
製
英
語 

）
も
あ
る
。 

混
種
語
…
（
⑬ 

和
語 

 

）（
⑭ 

漢
語 

）（
⑮ 

外
来
語 
）
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
た
語
。 

  

２ 

次
の
言
葉
が
、
和
語
な
ら
Ａ
、
漢
語
な
ら
Ｂ
、
外
来
語
な
ら
Ｃ
、
混
種
語
な
ら
Ｄ
を
書

こ
う
。 

 

①
暮
ら
し 

（ 

Ａ 

） 
 

②
生
活 

（ 

Ｂ 

） 
 
 

③
ラ
イ
フ
（ 

Ｃ 
） 

④
道
路 

 

（ 

Ｂ 

） 
 

⑤
ロ
ー
ド
（ 

Ｃ 

） 
 
 

⑥
道 

 

（ 

Ａ 

） 

⑦
テ
イ
ス
ト
（ 

Ｃ 

） 
 

⑧
味
覚 

（ 

Ｂ 

） 
 
 

⑨
味
わ
い
（ 

Ａ 

） 

⑩
紙
コ
ッ
プ
（ 

Ｄ 

） 
 

⑪
私 

 

（ 

Ａ 

） 
 
 

⑫
登
山
口
（ 

Ｄ 

） 

  

３ 

次
の
外
来
語
に
つ
い
て
、
①
意
味
を
調
べ
よ
う
。
②
こ
の
外
来
語
を
使
っ
て
短
文
を
作

ろ
う
。
③
こ
の
外
来
語
を
和
語
や
漢
語
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え
て
み
よ
う
。 

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

① 
 

１ 

自
己
が
環
境
や
時
間
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
す
る
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
主
体
性
。

２ 

本
人
に
ま
ち
が
い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
身
分
証
明
。 

 

② 
 

青
年
期
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
の
た
め
に
は
、
自
問
自
答
が
何
よ
り
も
大
切
だ
。 

 

③ 
 

自
分
ら
し
さ
。
独
自
性
。
一
致
。
身
元
。 

 

※
ワ
ー
クp.3

4

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 



言
葉
プ
リ
ン
ト
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 
二 
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.127,128

〉〈ワ
ー
クp.76,77

〉 

〇
慣
用
句 

二
つ
以
上
の
言
葉
が
結
び
付
い
て
、
も
と
も
と
の
言
葉
の
意
味
と
は
別
の
意
味
を
表
す
も
の
を
、

慣
用
句
と
い
う
。 

問
① 

次
の
慣
用
句
の
意
味
を
下
か
ら
選
び
、
線
で
結
ぼ
う
。 

  

ａ  

目
を
細
め
る   

 
 

・          
 

・  

ア 

努
力
が
む
だ
に
な
る
こ
と
。 

 

ｂ  

馬
が
合
う     

 
 

・          
 

・  

イ 

気
が
合
う
。 

 

ｃ  

水
の
泡 

 
   

 
 

・          
 

・  

ウ 

や
る
気
が
な
く
な
り
ぼ
ん
や
り
す
る
。 

 

ｄ  

気
が
抜
け
る 

  
 

・          
 

・  

エ 

他
が
気
に
な
り
、
注
意
が
向
か
な
い
様
子
。 

 

ｅ  

う
り
二
つ 

 
   

・          
 

・  
オ 

そ
っ
く
り
で
あ
る
様
子
。 

 

ｆ  

う
わ
の
空     

 
 

・          
 

・  
カ 

う
れ
し
く
て
ほ
ほ
笑
む
。 

問
② 

①
の
慣
用
句
を
分
類
し
、
次
の
表
に
ａ
～
ｆ
の
記
号
で
書
こ
う
。 

      

〇
こ
と
わ
ざ 

古
く
か
ら
世
間
で
言
い
慣
わ
さ
れ
て
き
た
、
生
活
上
の
知
恵
や
教
訓
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
を 

こ
と
わ
ざ
と
い
う
。 

 

問 

次
の
こ
と
わ
ざ
と
同
じ
意
味
を
表
す
こ
と
わ
ざ
を
下
か
ら
選
び
、
線
で
結
ぼ
う
。 

  

ａ 

ぬ
か
に
く
ぎ 

 
 
 

・ 
 
 

    

・ 

ア 

こ
う
ぼ
う

弘
法
も
筆
の
誤
り 

 

ｂ 

泣
き

つ
ら面

に
蜂 

 
 
 

・ 
 
 
 
 

・ 

イ 

弱
り
目
に
た
た
り
目 

 

ｃ 

猿
も
木
か
ら
落
ち
る 

・          

・  

ウ 

の
れ
ん
に
腕
押
し 

〇
故
事
成
語 

故
事
成
語
は
、（ 

 
 
 
 
 
 

 

）
に
由
来
し
、（ 

 
 
 
 
 

）
な
事
実
や
言
い
伝
え
を

基
に
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。 

 

問 

次
の
故
事
成
語
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。 

      

※
ワ
ー
クp.3

4

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

動
植
物
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句 

自
然
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句 

体
や
心
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句 

   

 

五
里
霧
中 

呉
越
同
舟 

  

 



言
葉
プ
リ
ン
ト
② 

 

答
え 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

二 

慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語
を
理
解
し
よ
う
！ 

〈教
科
書p.127,128

〉〈ワ
ー
クp.76,77

〉 
〇
慣
用
句 

二
つ
以
上
の
言
葉
が
結
び
付
い
て
、
も
と
も
と
の
言
葉
の
意
味
と
は
別
の
意
味
を
表
す
も
の
を
、

慣
用
句
と
い
う
。 

問
① 

次
の
慣
用
句
の
意
味
を
下
か
ら
選
び
、
線
で
結
ぼ
う
。 

  

ａ  

目
を
細
め
る   

 
 

・          
 

・  

ア 

努
力
が
む
だ
に
な
る
こ
と
。 

 

ｂ  

馬
が
合
う     

 
 

・          
 

・  

イ 

気
が
合
う
。 

 

ｃ  

水
の
泡 

 
   

 
 

・          
 

・  

ウ 

や
る
気
が
な
く
な
り
ぼ
ん
や
り
す
る
。 

 

ｄ  

気
が
抜
け
る 

  
 

・          
 

・  

エ 

他
が
気
に
な
り
、
注
意
が
向
か
な
い
様
子
。 

 

ｅ  

う
り
二
つ 

 
   

・          
 

・  

オ 

そ
っ
く
り
で
あ
る
様
子
。 

 

ｆ  

う
わ
の
空     

 
 

・          
 

・  
カ 

う
れ
し
く
て
ほ
ほ
笑
む
。 

問
② 

①
の
慣
用
句
を
分
類
し
、
次
の
表
に
ａ
～
ｆ
の
記
号
で
書
こ
う
。 

      

〇
こ
と
わ
ざ 

古
く
か
ら
世
間
で
言
い
慣
わ
さ
れ
て
き
た
、
生
活
上
の
知
恵
や
教
訓
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
を 

こ
と
わ
ざ
と
い
う
。 

 

問 

次
の
こ
と
わ
ざ
と
同
じ
意
味
を
表
す
こ
と
わ
ざ
を
下
か
ら
選
び
、
線
で
結
ぼ
う
。 

  

ａ 

ぬ
か
に
く
ぎ 

 
 
 

・ 
 
 

    

・ 

ア 

こ
う
ぼ
う

弘
法
も
筆
の
誤
り 

 

ｂ 

泣
き

つ
ら面

に
蜂 

 
 
 

・ 
 
 
 
 

・ 

イ 

弱
り
目
に
た
た
り
目 

 

ｃ 

猿
も
木
か
ら
落
ち
る 

・          

・  

ウ 

の
れ
ん
に
腕
押
し 

〇
故
事
成
語 

故
事
成
語
は
、（ 

中
国
の
古
典 

）
に
由
来
し
、（ 

歴
史
的 

）
な
事
実
や
言
い
伝
え
を
基
に

作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。 

 

問 

次
の
故
事
成
語
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。 

      

※
ワ
ー
クp.3

4

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

動
植
物
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句 

自
然
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句 

体
や
心
に
関
係
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句 

ｂ
・
ｅ 

ｃ
・
ｆ 

ａ
・
ｄ 

 

五
里
霧
中 

呉
越
同
舟 

四
方
八
方
に
霧
が
た
ち
こ
め
、
ま
っ
た
く
方
向
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
。 

仲
の
悪
い
者
ど
う
し
が
何
か
の
事
情
で
一
つ
の
所
に
い
る
こ
と
。 

 


